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社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
2009 年 12 月 1 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： 在中国日系中小自動車部品メーカーの現地戦略 
報告者： 湯 進 （所外研究員；みずほ銀行） 
時 間： 15：00～18：20 















































出典：当日配布された湯氏のスライド 2 頁 
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2009 年 12 月 2 日（水） 定例研究会報告 
報 告：① 趙佑鎮氏（多摩大学） 
      「アジアの地域イノベーションと開発協力」 
    ② 高橋誠氏（所外研究員） 
      「現代世界原蓄と『社会関係資本』」 
コメンテーター： 内田弘氏（専修大学名誉教授・研究参与） 
場 所： 専修大学生田・社会科学研究所 
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     常本照樹氏（北海道大学大学院教授） 






時 間： 13：00～17：50 
場 所： 専修大学神田校舎 302 教室 
参加者数：約 150 名（法学研究所、「NPO 現代の理論・社会フォーラム」、「グループ“シ
サムをめざして”〔首都圏〕」と共催） 
報告内容概略： 昨年 6 月 6 日、国会・衆参両院は超党派議員提案による「アイヌ民族を
先住民族とすることを求める国会決議」（「アイヌ先住民族国会決議」）を満場一致で採択
したが、この「国会決議」を受けて官房長官のもとに設けられた「アイヌ政策のあり方に
関する有識者懇談会」（「有識者懇談会」）の審議が昨年 8 月から始められ、約 1 年の調査・
審議の後に本年 7 月 29 日に「有識者懇談会報告書」（「報告書」）が採択・公表された。本
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2009 年 12 月 12 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 「オバマ政権をどうみるか―リーダーシップの問題をめぐって―」 
報告者： 泉 昌一（元国立国会図書館専門調査員、前桜美林大学教授） 
討論者： 浅野一弘（札幌大学教授）、末次俊之（法学研究科任期制助手、研究所所員） 
時 間： 14：00～17：00 
















タン増派については、軍司令官は 4 万人増派を要請したが、オバマは 3 万人に決定した。
これはオバマにとって 2012 年大統領選に向けた一つの賭けでもある。 
これに対して、討論者からは、オバマのリーダーシップのスタイルにおける過去の大統
領との類似点、相違点について、アフガニスタン増派からみるオバマ大統領の政治的位置
関係、2012 年の大統領選での再選の可能性について質問があった。 
一方フロアからは、オバマの演説でのレトリックに関して米国内と国際社会でのギャッ
プについて、また、アフガニスタン増派決定と 2012 年大統領選挙に関する質問などを中
心に、活発な議論が交わされた。 
記：専修大学大学院任期制助手・末次俊之 
 
